
YouTube クリエイター・インフルエンサーのマネジメント・サポートおよび、企業向けのインフルエンサーマーケティング支援事業を中
核に、イベントの企画・運営、グッズ・ブランド事業、ゲーム開発など幅広くビジネスを展開する UUUM（ウーム）株式会社。そんな
同社が 2021 年 6 月に法人窓口を通じて多数のデジタル一眼カメラα（アルファ）を導入したのはなぜなのか？　その狙いと成果につい
て、同社の映像制作を担うクリエイターマネジメントユニットプロダクショングループでチームリーダーをつとめる三輪 智成 様に語って
いただきました。

プロダクショングループ チームリーダー / テクニカルディレクター
三輪 智成 様

UUUM株式会社
https://www.uuum.co.jp

高画素・高画質な『α1』と
高感度かつ長時間配信に強い『FX3』を一括導入

まず前提としてUUUMではスタジオ配信時にも、ふだんクリ
エイターが自宅などから配信している動画と同じルック（画作
り）で撮影できるよう、αはもちろん、一通りのメーカーの機
材を揃えています。ふだんの配信とスタジオからの配信とで映
像のルックが異なってしまうと視聴者が違和感を覚えてしまう
ためです。具体的には『α7R III』を導入済みで配信動画撮
影のほか、画素数の高さを生かして広告などで使う静止画の
撮影にも利用していました。ちなみに、Web に掲載されてい
る弊社オフィス写真はこのカメラで撮っていることが多かった
です（笑）。

動画配信の最先端を行く
プロフェッショナルがαを選択。
配信クオリティの向上とスマートな機材管理を実現。

三輪

まずは UUUMでαを導入することになった経緯からお聞か
せいただけますか？

α  for b iz Case Study

事例紹介



αを仕事のしやすいカメラとして選んでいただけたのです
ね。具体的にはどういった点をご評価いただけたのでしょ
うか？

今回、本体は『α1』を 2 台と『FX3』を 4 台、導入していただきました。それぞれの用途と数ある選択肢の中からこ
の機種を選んだ理由をお聞かせください。まずは『α1』からお願いします。

新型コロナ禍の影響もあって、今、弊社はオフィスとリモー
トワークを両立させたハイブリッドワーク体制に移行してい
ます。そうしたなか、撮影性能の高さだけでなく、保管に
おいても物品管理にかけるコスト、工数を少なくできるもの
を選びたいと考えていました。その点、コンパクトでマルチ
インターフェースシュー（MIシュー）によって周辺機器のケー
ブル類を減らせるαは理想的な選択肢でした。また、タッチUI で簡単に操作ができてエラーが起こりにくく、AF の速さ、正確さ、
粘り強さなど、技術で撮影者をサポートしてくれるところも高く評価しています。

三輪

そうなんですね！

そのうえで今回、新たにαなどのソニー製撮影機材を一括
導入させていただいたのは、企業様の広告案件など、いつ
もと違う大がかりな配信を行う時のためです。こうした配信
ではふだんのルックと異なっていても成立するので、私たち
なりに仕事がしやすいカメラを選びたいという気持ちがあり
ました。

三輪

『FX3』についてはいかがでしょうか？

『FX3』については、長時間の生配信時などにオーバーヒートで撮影が止まってしまわないものが必要だというところから選択し
ています。こうした際、業務用カムコーダーを選ぶのが一般的だと思うのですが、先ほどもお話ししたよう、クリエイターが普段
利用するカメラに近いルックを実現したいという思いがあり、『α1』などと同じ、デジタル一眼カメラスタイルのプロフェッショナ
ル向けCinema Line カメラである本機を選びました。細かいところでは映像出力が撮影時に抜け落ちたりすることのないフルサ
イズの HDMI 端子を搭載していること、同梱の XLR ハンドルユニットによって、マイク音声だけではなく、ミキシングした音声を
カメラに取り込むことができ、配信時の音ズレを防ぎながら周辺機器を減らせること、バリアングル液晶モニター搭載で外部モニ
ターが不要なことなども『FX3』を選んだ理由の 1つです。
なお、この 2 機種に関しては、高画素で静止画撮影にも使える『α1』と高感度な『FX3』という補完関係も意識しました。薄
暗いバーなど、撮影する場所によっては満足な明るさを得られないことも多いのですが、『FX3』であればそうした場所でも美し
い画質で撮影することができますから。

三輪

三輪

導入されてからおよそ 4 か月（注：取材時点）が経過していますが、αを本格導入した効果は実感いただけていますか？

はい。当初解決したかった課題は一通り解決しているというイメージです。物品管理がすごく楽になりましたし、スタッフの教育も
かなりスムーズに進められるようになりました。現場からは特に必要な機材を全て詰め込んでもキャリーバッグ 1つに収められる
取り回しの良さが好評です。実際、スタッフ1人で撮影に行かねばならないシーンは多いのでこのコンパクトさはありがたいですね。

『α1』については、スタッフが覚えることを減らし、機材に対する知見を蓄積していくという意味でも、静止画・動画を1 台でパー
フェクトに撮れるものがほしいという思いが根底にありました。機能面ではやはり最大 8K/30p・4K/120p で動画撮影できるこ
とが魅力的でしたね。多くのクリエイターは動画をフル HD（2K）/60p で撮影しているのですが、これまで使っていた
『α7R III』では 4K/30p までしか撮れませんでした。その点『α1』なら、4K/60p で撮ってあとで必要な部分を切り出すといっ
たことができます。

三輪



使用機材紹介

「α法人サポートパック」についてどのような魅力を感じていらっしゃいますか？

今回は「α法人サポートパック」の存在を知らずに購入検討を進めていたため、残念ですが導入を見送らせていただいております。
ただ、強力な物損補償にはとても魅力を感じています。業務で利用する以上、ヒューマンエラーはどうしても避けられません。補
償があれば使用者も安心して撮影に臨むことができますので、次回購入の際にはぜひ検討させていただきたいと思っています。

新型コロナ禍で流通などが滞っているなか、迅速に製品の調整と手配を進めていただけたことに感謝しています。我々が想定して
いたよりも早くに納品いただけたことで、スタッフへの使用方法共有などを前倒しで行うことができ、現場への投入がスムーズに
進行できました。

三輪

私たちの考え方を理解してくれる

パートナーを求めてα法人窓口に相談

創業当初と比べて機材の量も増え、私たちなりの撮影に対す
るノウハウ、考え方のようなものが生まれてきたなかで、クリ
エイターごとに異なる画作りを使い分けるという、やや特殊な
スタイルを理解してくださる方々に相談できる環境を作ってい
きたいという思いがあり、法人窓口にご連絡させていただきま
した。

三輪

それまでは店頭でお買い上げいただいていたαを今回、法人
窓口でご購入いただいた理由についてもお聞かせください。

三輪

法人窓口とのコミュニケーションで何か印象に残っていること
はありますか？

取材：2021年11月

デジタル一眼カメラ

α1
https://www.sony.jp/ichigan/products/ILCE-1/

Cinema Line カメラ

FX3
https://www.sony.jp/pro-cam/products/ILME-FX3/

※写真のレンズは別売の FE24mmF1.4GMです[ 法人向け ] カメラの商品情報やお客さま事例をご覧いただけます。https://www.sony.jp/camera-biz/
製品やサービスに関するお問い合わせ https://www.sony.jp/biz/inquiry/form_camera.html

ソニーマーケティング株式会社

受付時間／10:00～18:00（土・日・祝日 休み）
法人のお客様向け購入相談デスク 0120-24-7688 050-3754-9483スマートフォン・携帯電話・一部のIP電話からは


